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大阪外国語大学論集第29号（2003年）

大元ウルス高官任命命令文研究序説

堤 一　昭

An互ntroductio豊to　st賢dies　o簸the　Edic重s　for　Ap蟄oirltm．ent

　　of　high　officials　of　t蝕e　Dai－6n　ulus（the　Yua薮Dy簸as重y）

TSUTSUMI　Kazuaki

LRece登t　studies　of毛he　edicts　in　the　Mongo韮一Yhan　Period　i餓Japan

Over　the　past　decades，　a　considerable　number　of　articles　have　been　devoted　to　the　study　of　the

edicts　in　the　Mongo1－Yuan　Period（13th44th　centuries）．　Amo！lg　these　studies，　the　following

studies　deserve　attention。

（1）C圭assification　of　the　edicts　according　to　their　language　and　letter！character　（Sugiyama　1989；

（）no　1997）

（2）A鎗alysis　of　style　of　the　edicts　（Matsukawa　1995；Ono　1997），

But　little　ls　l〈nown　about　style　o負he　edicts　contained　in　Chinese　books．　In　this　paper　I　will　make

an　analysis　of　the　edicts　for　apPointment　in　Chinese　books．

2．The　edicts　for　apPointment　of　high　officials　in　XiCtnt6飯ヲ瑠゜i，　Ndntdibeiydo

and　Y”din（lidをnzhδjng　　　　their　historical　va蓋ue

湿㊧多z緬魔σノz幻ゼand　Ndntdi乏）∂か20　consist　of　over　2000fξicial　documents　en　afξairs　of　the　Censorate

and　the　Souセh　Branch　Censorate．｝量46η漉伽212伽g　also　consists　of　many　official　documents　in　the

Mo簸go1－Ytla無Period．王n　these　documents　there　are　49　edicts　for　appoinむnent　of　high　officials　of

the　Dai－6n　ulus　（the　Yuan　Dynasty）．　These　49　edicts　don’t　survive　in　their◎riginal　form

（1乏mguage，　disposition，　etc．）．　But　rare玉y　survived　edicts　for　apPoi簸tmen亡high　of直cials　of　出e

Mongo1－Yuan　Period，　therefore，　they　have　much　historical　value．

3．A難a霊ysis　of　the　49　edicts

亙，Language：（a）Asorωf　transla七ionese　Chinese　i無Mongolian　word－order（the　late至rinこi且called

it”元代硬洋公膜文体”），（b＞Classical　literary　Chinese，　and　mixture　of　these　two　languages．

H．Style：Type　A：　（1）tit玉e，　（2）date，　（3）starting　typical　phrase　（lntitUlatio），　（4＞

Publicatio，（5＞Narratio，（6）Ing．　crip亡io，（7）Dispesitio－1，（8）waming，（9）Dispositio－

2，　　（IO）　1ac　st　typical　phrase；Type　I3：　（］、）　title，　（2）　date，　（3）　suggest量on　by　officia1　　（of
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Censorate），（4）approval　of　Emperor，（5）　last　typical　phrase．　Type　C：（1）title，（2）

date，（3）starting　typical　phrase，（4）appointment　by　Emperor，（5）1ast　typical　phrase．　Strictly

speaking，　iR　type　B，　only　part　（4）　is　an　imperial　edict．

4．Charac宅eristics　of　the　edicts

　（1）These　49　edicts　are　a　sort　of鍛otice　which　i！玉forms　efficials　concerned　of　the　apPoint瓶e磁

of　high　officials　（most　of　them　are　Censors－in℃hief）。（2）Their　styles　are　almost　completely

different　fro猟the　style　of　the　Tang　and　Song　Dynast￥The　Dai－6n　ulus　（the　Yua！｝Dynasty）

adopted捻ew　style　of　edict．（3＞Type　A　correspo簸ds　to　Matsukawa’s　the　Dai　uan一α麗s（the　Dai．

6n　ulus）S砂々in　the　Mongoliaa　edicts．　Also　Type　B　and　Type　C　almost　correspond　to　the　style

Ono　advocated．

5．Co薮clusions

（1）王nAppointment　of　high　officials，　Emperors　of　Yuan　Dyna＄ty　issued　Mongollan　e（licts．丁熱e

ed｛cts　for　appointment　of　high　officials　in湿δ彫4ガ播忽∫，八励孟励の’o　a鍛d｝量‘4磁諮融伽8　are

translations　from　Mongoiian　edicts．（2）Many　translations　from　Mongollan　edicts　are　con記ained

in　other　Chinese　books　in　the　Mongol－Yuan王）eriod。　’rhe　future（玉童rection　of　th圭s　study　wi玉圭be

extraction　and　analySiS　Of　theSe　ed重CtS，

1．はじめに一臼本における近年のモンゴル聴代命令文研究

　本稿は，大元ウルス（元朝）期の漢文典籍中から，高官の任命に関する搬濤綿逓を抽

出・分析し，それらがいわゆる「モンゴル命令文」の一種であること，「モンゴル命令文」

の比較研究・大元ウルスの歴史研究の史料として注閉すべきことを述べる。そのためには，

まず日本における近年のEJf究動向にふれておかねばならない。

　13・14世紀のモンゴル帝国とその時代に関する歴史研究は，アジアの歴史研究のなかで

も屈指の蓄積を持つ分野であろう。近年，研究が盛んになる中，H本でこの時代を「モン

ゴル時代」と名付けて世界史上の画期とする見方も広まってきた。時代の特質を示すもの

の一つとして，モンゴル大カアンをはじめとする支配者たちが発し，ユーラシアの東西に

わたり多種多様な形で残されている命令文，「モンゴル命令文」の研究が，最近臼本でとみ

に活発化している。

　その「モンゴル命令文」の諸研究の中で，今園注目するものは，以下の二方面の研究で

ある。第一は，ヂモンゴル命令文」の分類である。まず杉由正明が各種の命令文の使爾書

語・文字・伝存状況による群別を示し，その後の薪出史料をも加えて小野浩が改訂し16群

に分類した（杉由1989，小野1997。「附録1．：使薦書語・文字・伝存状況より分類したモ

ンゴル時代命令文」参照）。

176



プ（阪夕峯国言吾大学論集第29’号　（2003｛三）

　第二は，「モンゴル命令文」の書式分析である。松絹節と申村淳は薪発現の蒙漢合壁少林

寺聖旨碑やモンゴル語命令文の詳細な分析をおこない，そこに見いだされる書式を提示

し，ジ大元ウルス書式」と名付けて定型化した（中村・松JII　1993，　pp，15－22，松川1995，　pp．36－

46．「附録2。：モンゴル蒔代命令文の書式分析」参照）。モンゴル語命命文の分析により示

されたこの書式は，ほかの各種命令文を分析する際の，比較の源点として大きな意味を持

つものと書える。

　また小野浩は，モンゴル語のものをはじめチベット語・ペルシア語・テユルク語・ラテ

ン語訳ほか命令文のさまざまなヴァージョンをも視野に入れて，それらに通有のスタイル

を最大公約数的に示した（小野1997，pp．206．岡じく附録2，参照）。煽えて杉山，／1・野は命

令文発令の過程に関しての仮説を提繊している（附録1の「補：発令過程についての仮説」

参照）Q

　以上の研究より早く，本田實信はペルシア文典籍裁癬‘必7加δπ肋『集史』およびDastTt

ア認磁励『書記規範』rl二1の命令文の詳細な研究を行っている（本田1959，岡1982，隅1983）。

言うまでもなく，これらはモンゴル時代のイラン，フレグ・ウルスおよびその後継ジャラ

イル朝で編纂された重要史料である。そして本田は，Pα纐γ認陥励『書記親傘鰯中の任命

に関する命令文の書式を見いだした（本服1983，pp．94・95．また附録2．参照）。松川，小野，

本田がそれぞれに見いだした書式は，本稿で行う漢文典籍中に含まれる命令文分析にもき

わめて有効と考えられる。

　以上に示した「モンゴル命令文」の研究には粗密がある。杉山・小野らによる16群の分

類にしたがえば，1，2，5，6，leの各群（附録1．参照）に研究が集申している。逆に研究の手溝

であるのは，「12．モンゴル語直訳体白話風漢文の碑刻・典籍」，「13．文語・吏糠漢文の碑

刻・典籍・書簡」の中の，典籍申に収録・引用された命令文である。蟻代の漢文典籍の分

量からしても，その中に残された「モンゴル命令文」の分量は全16群中最多の可能性があ

る。だが，海老沢暫雄の先行研究は存するものの，砺究はまだ十分でないといわざるを得

ない。そのなかで，高橋文治と杉山正明の研究は注E」，1される（海老沢1976，岡1984，高橋

1991，　堵多し【i1995，　pp．140－145）。

　著者も『南豪備要』『元典章2中の命令文2逓の試訳・分析を行い，行論中の重要な典拠

とした（堤19．　96，　pp85－86，隅1998a，　pp．180－182。この2通は本稿の附録3．　Aタイプ【AO1】

【AO鍼である）。また，『憲豪逓紀」『禽豪備要Lf」－1．iの御史蟹高官の任命に関する聖旨の研

究の必要性を指摘した（堤1998b，岡2000a，　p．12，岡2000b，　p．214）。

　本稿では，大元ウルス（元朝）期の漢文典籍のうち『憲肇逓纏『南豪備要曇および謬元

典章毒に，大元ウルス高官の任命に関する「モンゴル命令文」が多く収録されていること

に注目し，それらを抽撮して上記の研究の成果，とくに書式分析と対照してその特徴を考

察する。さらに他の漢籍も含めて，今後いかなる研究をなしうるかを考えてみたい。

2．『憲蘂通紀』『南嚢備要』および『元典章』所載の大元ウルス高宮任命命令文

　さきに言及した松用・中村，小野らの示した書式を念頭に澱いて大元ウルス燭莫文典籍
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を通覧すると，「モンゴル命令文」の範購に入りうるものが，言語はモンゴル語直訳体白話

風漢文・文語漢文のものも，また形態は蒙漢合難碑の漢文颪に近い形で収められたものか

ら，収録・引用の際の節略・改変を経たと思しいものまで，聖旨をはじめとする命令文が

多種多様にそして実に多数見いだされる。

　当代の公文書を多く収録・引用するものとして濾塁通紀』楠憂備要朋元典章』のほ

か，窪経世大典雌秩文や序録，『通制条格遍，il秘書志』，嫡学典礼蕩は書うまでもない。そ

れら以外にも，陣林廣識などの類書，il仏祖歴代通載聾至元辮｛離剥など仏教史籍，さ

らには翫史島『高麗鰯のような後代の編纂史書にも引薦が見いだされる。また元耕の

各種漢籍のうちには，留頭や書中に「モンゴル命令文」を残すものがある（たとえば蹴

修百丈清規匿（至正i年建安余氏刊本）習頭には順帝トゴン・テムルの聖旨および帝師クン

ガーレクギェルツェンペーサンボ公寄児監藏班藏トの法旨等が載り，歓至正）金陵新志遷

巻一には大集慶龍翔寺の図に添えてトゴン・テムル聖旨の「抄白（写し）」が載る）。これ

らも梢当数あると考えられる。

　今回とりあげるのは，以上のうち隠肇通紀選『憲毫通紀続集遭楠蔓イ蒲要』および郵元

典章』中の任命に関する命令文である。これらは，大元ウルスの御史嚢・行御史豪および

中書省の，御史大夫や中書右丞稲ら高窟たちの任命に際して発令された大カアンの聖旨等

である。ちなみに萬三書は詠楽大典li巻二六〇八から二六一一に収められた形で存する

が，御史塁・行御史毫の業務に関わる文書が合わせて202件（付けられた題目数。一題B

の申に何通かの文書が収められる場合もある），各書ともほぼ年代順に配列されている。

その閥分の一近くの47通（双方に岡じものが一件あるため，46通）が高官任命関連のも

のである。これら典籍の存在は夙に知られていたものの（内藤1917，京大東洋史19騒な

ど），利用されることは少なく，上記の事実もこれまで注Bされることはなかった。また

腕典章還に上記と共通する命令文，また岡形式の任命関連の命令文が載ることについて

も，著者が以前言及した以外取り上げたものを見ない（堤1998a，　pp．180482＞。

　これらの命令文を以下の手1順で抽出した。『憲蔓通紀跡憲毫通紀続集跡南豪備要オから

は，二つの基準のいずれかにあてはまるものを抽出する。1．松川・小野・本照の書式に類

似すると判断されるもの，2．各文書に付けられた題目から任命に関すると判断されるも

の。その結果が上記の46通である。つぎに『元典章』からも『憲璽逓紀葦等から抽嶺した

ものと類似の形式・内容であると判断されるものを抽出すると7通を得るが，先の嵯6通と

の重複が4通あるため，合謙は49通となる。結果を「附録3．：『憲毫通紀違『南豪備灘

『元典剃所載の高宮任命命令文リスト」に示す（以下（1付きで示すのは，こ0）リストで

の番号である）。

　詳しい分析は次章で行うが，そのあらましはつぎの通りである。

　御史毫の高官任命に際してのものが最多で42遜，行御史毫は3通，中書省は4逓。大多

数は各々の長である御史大夫，中書右丞相・左丞相の任命に関するものであるが，第二・三・

贋位の御史ゆ丞・侍御史・治書侍御史のものも含む。ちなみに，その他の官署の高宮に関

するものは今画見いだし得なかった。
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　内容は，薪たに上記の官に叙任するもの，それに触えて任務（御史憂では主に監察の強

化）を命ずるもの，また新たな叙任を含まず，すでに上記の官に在る者に任務を命ずるも

のがある。すべてに時の大カアンの聖旨を含むが，それ以外の要素を含むものもある。本

稿では，叙任と任務の命令を「任命」ととらえ，抽繊した49通の命令文を「大元ウルス高

官任命命令文」と呼ぶこととしたい。

　これら「大元ウルス高官任命命令文」抽出の価値は，大元ウルス政権中枢に位麗する御

史大夫らの任命に関わる命令文が世祖クビライ期から順帝トゴン・テムル期にわたり一一定

量のまとまりとして見ることができるようになったことである。「モンゴル命令文」研究に

も，また大元ウルスの政治史・政策史研究にも資するところ大きいと考えられる。先にも

ふれたように，これまでの「モンゴル命令文」研究には偏りがあった。政権外の，仏寺道

観への免税等の特権付与に関わる碑刻についてのものが圧倒的に多かった。中村・松川に

より研究された「少林寺聖旨碑」第一戯が仏僧管轄の委任に関するものとして特記される

状況にあった（中村・松liほ993，　pp．1142）。教皇・フランス王や臼本への「国書」も対外

的なものである。モンゴル政権内の各種官職への任命文書を収録するP嬉勿磁κ諏斑書記

規範」は本命令文と対比しうるものであるが，人名・H付が多く省かれており公文書用例

集の性格を有する。まず以上の点に，本命令文49通の研究の価値が存する。

　…方で，「大元ウルス高官任命命令文」は，「モンゴル命令文」研究の資料として，限界

があることも心得ておかねばならない。それは，典籍収録に至るまでに幾多の改変・節略

（おそらくは雷語も）が施されていると想定されるからである。詠楽大蝿に収録された

形で残る濾墓通紀聾慧塁通紀続集遭楠豪備刻からは，「文書」研究の際に重要な，改

行・擾頭・空格といった配置のありさまを窺うことができない。元刊本の形で見られる

『元典剃に載るものはその点，より原形に近い形と考え得る。しかし，これとても「文

書」そのものではない。収録された文書の一部には「節該」「節文」と明示されるように，

収録の際の改変・節略を考慮しなければならない。

　しかし，改変・節i略などが加えられた形を見ることは，ある意味で有用なことでもある。

松川らのモンゴル語命令文の研究により，いわば原点としての文書の形を知ることがで

き，また杉山らの蒙漢含壁碑文の研究で，漢文部分がどうモンゴル文と対応するかも知る

ことができるようになった。モンゴル文の文書や合壁碑文と比較することで，大元ウルス

期に命令文が，どこをどのように改変されて典籍に収録され（おそらくはそれ以萬に，栂

らかの文書の形で官署に蓄積されて），参照利用されたか，すなわち文書行政のありかたの

一端を考える手がかりとなりうるからである。

3．大元ウルス高官任命命令文の分析

　（1）3つのタイプ

　ヂ大元ウルス高宮任命命令文」49逓は書式から3つのタイプに大別することができる。

　以下，それが記された言語・書式・付けられた題名から各々分析する。
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1．琶語：（1＞モンゴル語直訳体白話風漢文（イリンチンはこれを「硬訳公騰文体」

　と呼んだ。イリンチン1982参照），（2）文語漢文。一通の中でもこれら両者が混濡

する場合が多く，各通を区分しがたい。以芋のAタイプは（1）（2）および混溝

いずれもあるが，B・Cタイプは（1）のみである。

2．書式：以下のA・B・Cの3タイプがある。B・Cタイプの命令文はAタイプのも

のよりも短い。厳密に言うと，Bタイプはその中の（4）の要素のみが，大カアン

の聖雷である。なお『元典章』のものはAタイプのみである。「附録2。：モンゴル

蒔代命令文の書式分析」を参照されたい。

　・Aタイプ（28通）：（1）題名，（2）（発令）年月日，（3）胃頭定型句，（4）宛名（発令対象

　者），（5）先例・いきさつ，（6）発布宣言，（7）被任命老への命令，（8）発令対象者への命

　令と威嚇文言，（9）被任命者への威嚇文言，（10）末尾定型句。

　・Bタイプ（10通）：（1）題名，（2）（発令）年月H，（3）（御史塁）官による上奏，（4＞大カァ

　　ンによる裁可，（5）末尾定型句。

　・Cタイプ（11通）：（1）題名，（2）（発令）年月H，（3）冒頭定型句，（4）大カアンによる任

　命，（5）末尾定型句。

3．題名：「命…（人名）…為…（窟名）…［制」（ある人物をある官とする縦D

　という叙任を示すものや，「整治憂綱」のような任務内容を記すものが多い。前著は

A～Cの3タイプともに付けられ，後者はAタイプのみである。また薪たな叙任を

含まない場合，後者でAタイプのみであるが，後者の題名でも叙任の場合がある。

　なお，「制」字の有無は書式および官の上ぎとは無関係である。これら題名は，官署

での文書保管の際，または典籍編纂時に判別のため付けられたものと推灘される

　（たとえば【A12｝では『元典章爵と撫肇通紀』とで付けられた題名が異なる）。

（2）各タイプの実倒

　各3タイプの典型的な例を，上記の書式分析による要素に分解し，試訳を添えて示す。

　⑳Aタイプ：【AO4－X】（痘訳体漢文）

　（1）題名：冨立行御史墓密舅（行御史毫の官を定める）

　（2）年月日：「大徳八年三月ニナ四則

　（3）冒頭定型句：「欽奉皇帝聖旨」（つつしんで奉じた皇帝のおおせ）

　（4）宛名（発金対象者）：「蜜子田地裏有酌，行中書省爲頭各衙門窟人毎・令史毎根底；

　　　軍人毎根底；衆百姓毎根底，宣諭釣聖旨」（マンジの地（江南）にいる行中書省を

　　　はじめとする各役所のノヤンたちに，令史たちに，軍人たちに，おおくの百姓た

　　　ちにのべ諭したおおせ）（※直訳体漢文の「…毎根底豊諭的聖旨」との表現が，文

　　　語漢文では「諭…」となる。）

　（5）先例・いきさつ：（※この聖旨では，もとから無いかまたは省略されている）

　（6）発布宣言：「如今，交阿里馬爲頭倣行御史墓大夫委付了也。」（いま，阿黒馬を長と

　　　して行御史毫大夫を委ねたぞ。）
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（7）被任命者への命令：ド大小勾當裏，他行的官人毎・令史毎行的是的不是的膿察者。

　　軍民生受的，省諭者。大勾當有呵，奏将來者。小勾當有阿，他毎依着膿例就断者。

　　除這的外，合行酌勾當有阿，依着在先行來的聖旨膿例裏，膿察者。更，廉訪司官

　　人毎・監察毎等用心謹慎行者。」（大小の仕事でそこ（マンジ）に赴いたノヤンた

　　ち令史たちの行いが正しいか正しくないか念入りに監察せよ。軍・民が苦しんで

　　いれば，教え戒めよ。大きな事であれば奏してこい。小さな事であれば彼らがき

　　まりによってその場で処断せよ。この他に，行うべき事があれば，これまで行っ

　　てきたおおせのきまりによって，念入りに監察せよ。さらに，廉訪司のノヤンた

　　ち・監察御史たちは注意してしっかりと行え。）

（8）発令対象者への命令と威嚇文言：「這的毎勾當其問，不掠是誰休入去者。入去的人

　　不伯那。」（これらの者たちが仕事をする際には，誰であろうと介入するな。介入

　　した者は畏れないであろうか。）

（9）被任命者への威嚇文琶：「這納毎更這般道來也塵道，没膿例酌勾當倣阿，他毎更不

　　憶那。」（これらの者たち（阿里馬と他の行御史壷官）もこのように雷ったといっ

　　て，きまりにないことをしたら，彼らも畏れないであろうか。）（※文語漢文では，

　　「彼或特此，非理妄行，寧不催罪」【Al71のように表現される。）

（10）末尾定型句：「聖旨。欽此。j（おおせ。これをつつしめ。）

tw　Bタイプ：【B　03】

（1）題名二鐸命頑闘爲侍御史到（頑1閣に命じて［彼を〕を倦御史とする）

（2＞年月日：「元貞二二年ニニfl初阪iヨ」

（3）（御史壼）官による上奏：「本豪官奏「阿忽ダ底兄弟頑V4￥，交這豪裏倣侍御史晦，

　　忽生」歴遵奏阿，」（本墓（御史塁）の窟が奏した「アクタイの兄弟の頑闘を，こ

　　の嚢で倖御史にしたらどうか」と奏したところ，）

（4）大カアンによる裁可：浮那般者郵（「そのようにせよ」と）

（5）末尾定型句：「聖旨了幽。欽此」（おおせがあった。これをつつしめ。）

tw　Cタイプ：【COI】

（1）題名：汀命伯忽爲御史大夫』」（バイクゥに命じて［彼を3御史大夫とする）

（2）年月日：「皇慶二年亜月初二日」

（3＞冨頭定型句：「本豪宮特奉聖旨」（本肇（御史毫）の密が特に奉じたおおせ）

（4＞大カアンによる任命：「交伯忽塔思不花替頭裏傲大夫者。初凶日好H頭有。交郡一一

　　日禮．ヒ日。」（バイクゥをタシュブカの代わりに大夫とせよ。初匹繊は青日である。

　　その日を任命式のH（禮上［i）とせよ。）

（5）末尾定型句：「塵道聖旨了也。欽此お（と，おおせがあった。これをつつしめ。）
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（3）高官任命命令文の性格

　分析の結果，「高官任命命令文」には以下の四点の姓格が見いだされる。

第一は，これらの命令文は叙任状というよりは，高官に任命した（原文では「委付」。対応

するモンゴル語はtugi－。本田1965，　pp。424425参照）事実を，それに関係する者たちへ布告

する性格を持つと考えられることである。とくにAタイプでは関係者が（4）宛名（発令

対象者）という形で明示される。B・Cタイプの命令文も，それらが『憲嚢通織『憲憂通

紀続集聾南塁備刻に収録されたこと自体が，布雀としての性格をもと有したことを示す

と考えられる。この布告としての性格は，1）astnr　al－Katib陪記規鵜中の任命文書例の性

格とまったく嗣じである（本田1982，p．77，聞1983，p．94）。

　第二に，これらの命令文の書式A・B・Cタイプとも，これまで松JK・中村，小野，本田

らにより提唱された書式と若干の相違はあるがほぼ合致し，「モンゴル命令文」の書式の一

例と考えられることである（「附録2．：モンゴル時代命令文の書式分析」を参照）。抽出過

程から半ばは自明ではあるが確認しておきたい。Aタイプは松川らの範購に，　B℃タイプ

も小野の示した最大公約数的なものの範購に入りうる。主な相違点である，題名の付与・

（発令）年月日の位置・発令地の省略などは，翻訳または編纂といった典籍所収に至るまで

の改変の結果であると考えられる。末尾定型句や年月Hは【AO6】の如く，文書末尾に「肇

旨俺的。羊児年十月十五H」とある形が，また冒頭定型句も【A27｝の如く「長生天気力

裏，大福麿護助裏，皇帝聖旨」とある形が，より原形に近いと考えられる。

　第三は，これらの高官任命命令文は，まずモンゴル語で発令され，それが文書化された

ものであり，現存の形はその翻訳と考えられることである（附録1．の「補：発令過程につ

いての仮説」参照）。蒙漢合壁碑文の文例から，モンゴル文が部分霞勺に想定しうる。

　　・冒頭定型句：【A27】「長生天気力裏，大福麿護助裏，皇帝聖旨」m曲gke甑gri－yin

　　　kifこun－dUr　yeke　su　Jali－yin　ihe’en一髄r　qa’a助arliγ（永遠の天の力のもとに，大いなる福

　　　の助けのもとに，カアンのおおせ）

　　・被任命者への威嚇文言：ヂ没燈例的勾當倣阿，他毎更不樒那。」〉・osu確ざ甑斑1es

　　　itiledU’esU　altt’“ayuqun　m慮（きまりにないことをしたら，彼らも畏れないであろう

　　　か。）

　　・末尾定型句：IAO6】「聖旨俺的。羊児年ナ月ナ五Eil（篤來。）」”ぎarliγmanu．　q幅nぎil

　　　tibitl－Un　teri’Un　zara－yin　harban　tabun－a（bi6ibei）（われらがおおせ。ヒッジの年十月十

　　　五臼）

　モンゴル語で発令されたものの翻訳と考えた理由は三つある。（1）「聖旨」とは「国語」

（モンゴル語）によるものをいうとする『経世大典序録還帝制の記載（「国朝以国語訓勅春

日聖旨」）。（2）49通中の大元ウルス高官＝被任命者はモンゴルほかダウラト・シャー

［A16］といったイラン系ムスリム，少なくともすべて非漢人である。そして宛先の官署の

長も多くはモンゴルであろう。大カアンから発令された彼らに関係する文書が，はじめか

らモンゴル語直訳体白話風漢文や文語漢文およびその混濡の形であったとは考えがたい。

元末のトゴン・テムル時代でさえ中国華北の道観に発令されたモンゴル文の聖旨が碑刻の
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形で残る（杉山1988，岡1991）。それ以前なら政権の高官に関する文書はまずモンゴル語で

文書化されたと考えるのが自然である。（3）周一の命令文であるにもかかわらず，網部の

字句が異なる鋼がある（【A12－Y］と【Al2－X】）。大カアンの命令をまず漢文で記したので

あれば，これは起こりえない。モンゴル文の文書が，別々に翻訳されたものと考えるべき

である。

　もっとも，現状では49通の各々すべての部分がモンゴル文で記されていたかどうかを確

証するすべはない。モンゴル語直訳体がモンゴル語と漢語の介在言語として，漢語からモ

ンゴル語への翻訳の際の途中にも用いられた再能性の指摘もある（太田1954，pp．273－275。

漢語古典の翻訳・進講の際の事例からの推瀾ではある）。Aタイプにある，箇条書きで任務

の細期を示した部分（条画）はなお検討の余地はあるだろう。またB・Cタイプのような

大カアン周辺でのやりとりを短く記録したようなものは，モンゴル語による口頭でのやり

とりを，モンゴル文を通さずに直接に直訳体の文に記すことも可能ではあったかも知れな

い（鄭・金・佐藤2002，p．371－372，高橋1991，　pp．418－419参照）。

　第四は，一部の命令文に「制」と題されているものの，そうでないものも含めて，それ

までの中国王朝の「制」や高窟任命の文書書式とは全く異なることである。唐代や宋代の

高官任命の書式や実例は，唐公式令の「制書式」や糖大詔令剰『文苑英製『宋大詔令

剣等から知ることができるが，くわしい対比をするまでもなく今國の「大元ウルス高官

任命命令文」の書式がそれらを継承したとは考えがたい。なお，大元ウルス期にも中国前

代と同様の「制」が発せられたことは，『国朝文類』巻十一・十二に載せられた実例から分

かる。だが，それらはいずれも追封・贈認といった死後ないしは名醤的なものである。し

たがって，大元ウルスは政権の高宮任命について，これまでの中国王朝の伝統とは別個の，

モンゴル帝国各ウルス通有の薪たな書式を採用していたと考えられるのである。

4．結びにかえて

　今囲抽出して分析した「大元ウルス高官任命命令文」，さらには他の漢文典籍中のモンゴ

ル時代命令文について，今後いかなる研究をなし得るかを考え，結びにかえたい。

　「大元ウルス高官任命命令文」に関しては，まず命令文一通ごとの内容・歴史研究が必要

である。これらは政治史・政策史の史料として，まだ十分に利用されていないと考えるか

らである。著者も【AO1］　｛AO2】を拙稿で罵いたが（堤1996，詞1998a），それ以外にもた

とえば，【A13HA14】からは「南披の変」直薗の英宗スィディバラとテクシの緊迫した関

係を読みとりうる。IBO7】【BO8】からは，順帝トゴン・テムルのおばブダシュリのその時

点における政治的地位が読みとれる。文中に箇条書きで挙げられた御史大夫の任務などか

らは当時の監察の内容についても考察しうるであろう。

　また，これら命令文の全体また各通の文献学的・雷語学的な分析がより詳細になされな

ければならない。各通の現代語訳も必要である。

　さらに，漢文典籍ゆの「モンゴル命令文」全般を考えた場合，おおよそでも一一体どのよ

うな種類・状態のものがどこにどのくらいまとまって存するのか，本稿2章習頭でも触れ
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たが，まず総覧して大分類を行う必要がある。今隊の「大元ウルス高窟任命命令文」より

も節略・改変の度合いが強いものもあって抽出すら難しい場合もある。もとより一度には

完全を期しがたく，薪発見と改訂をくり返すことにはなろう。

　まずは想定されるのは，文語漢文のいわゆる膜児黎旨」の書式のものの検索と分析で

ある。陶宗儀『南村綴耕録叢巻二十に挙げられた例からは，（1）蟹頭定型句r上天春命皇

帝聖旨」，（2）宛先「諭…」，（3）距下からの提案「拠…奏」，（4）提案に対する大カアンの

裁再「准奏」，（5）提案を承けての命令「今，…」，（6）末尾の定型句「故叢詔示，想宜知

悉」，（7）年月日，という要素より成ることが見いだされる。少なくとも（6）の定型句を

もつものが翫典章班元典章薪剣冒頭部分の各大カアンの文語での詔勅として34通が

残されている。

　既知の蒙漢合壁碑文と匹敵するほど原形をとどめるかと思しき命令文がおなじくζ元典

章』礼部・釈道には，7通収められている。響経世大蠣の秩文は，「モンゴル命令文」抽

出の対象として優先されるべきと考えられる（たとえば『永楽大典露巻11598，10bに載る

中統四年三月付の命令文は，クビライ政権初期のものとして注臼に値する）。

　また，モンゴルからH本へ，高麗からEi本へ送られた何通もの「国書」も，まずはどの

ような形（文書・典籍所収など）でどのくらいあるのかを摺握したい（附録3の「補：fi

本史料に載る大元ウルス命令文リスト」はごく一一部を挙げたに過ぎない。ほか月賑1198◎，

村井1988，岡1989参照。）。そして「モンゴル命令文」さらにはモンゴル蒔代史の観点か

ら再検討する必要がある。たとえば，著名な「蒙古国牒状」（【NOIDにしても，末尾に近

いヂ［以】至期兵，夫軌所好，薫其麹之」の部分を，現在に至るまでクビライ・カアンの9i

本に対する重大な脅迫と解釈してきた。だが，「モンゴル命令文」の書式でこ0）部分は威嚇

文言が記される定位置でもある。モンゴル側にとってごく普通の文言に過ぎなかった驚能

性さえ存するのである。

　さらに，ペルシア語文献からの「モンゴル命令文」へのアブW一チは，本「大元ウルス

高官任命命令文」や『元典章縫経世大典』侠文など所載の命令文との比較研究に道を拓く

ものである。Dastur　al－Katib藩記規範／典範滋の研究が，渡蔀良子により手がけられてい

る（渡部2002）。もちろんモンゴル語，さらにはチベット語の文書形態のものの研究は，

本稿の1章でふれたように比較のための原点として，その重要性は書うまでもない（松川

2002，　申率重2002）o

　くわえて重要なのは，「モンゴル命令文」の源流と後代への影響の考察である。いったい

モンゴルは，これまでの中国王朝の伝統とは別個の，モンゴル帝国各ウルス通有の薪たな

書式をなぜ・どのようにして採屠するに至ったのだろうか。すでに松川節・中村淳によっ

て書式の形成過程については考察が行われている（松川・中村1993）。さらにその源流は

どこまでたどれるのであろうか，東アジアの域内だけで考え得るものではないであろう

（漢文典籍では金代に関して置三朝北盟会編』il大金弔伐録∬大金国志雲を参照する必要が

ある。さらに『契丹国志逼から硬記』旬奴列伝にまで遡る必要があるかも知れない）。

　後代への影響に関しても，明代に関しては山川英彦による洪武帝の霞話認勅の研究（山
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川1983，岡1986＞や，大庭脩による豊駆秀吉らへの萬暦帝の詰命の研究（大庭1971）が

思い出されるが，モンゴル時代との関連の考察については，まだほとんど手つかずではな

かろうか。清代も岡様であろう。

　以上に挙げた課題を研究することにより，モンゴル時代の東アジアはじめ，多轡語社会

における統治情報の伝達，文書行政のあり方，また言語（口頭語，文章語とも〉そのもの

のあり方を考えていく上で有効な成果を得られると考える。これらの課題は彪大なもので

あり，もとより一部とはなろうが，今後も自らこれらについて考えを進めてゆきたいもの

である。

後記

　本稿は，2002年8月に串騨・南京大学で開催された「紀念韓儒林先生誕辰…頁周年　元代政治与社

会国際学術研討会」Internat三〇nal　Conference　on　Mongo1－Y磁n　Studles　ia　Memory　of　the　lOOth　Anniversary

of　the　Biyth　of　Professor　Han　Rulinにおいて，“An　lntroduction　to　stud三es　on　edicts　for　appointment　of

Censors－in－chief　of庸e　Yuan　Dynasty” 　（Abstractは，“AStudy　of　the　Edicts　for　appointment　of　Censors－in－

chief　of　the　Yuan　Dyna＄tジ）と題して発表した内容に藁づき，それに増補・改講を施したものである。発

表の際に，コメントをいただいた方々に感謝したい。南京大学の劉迎勝教授からの質問，こうした書

武は果たしてこの時代に創始されたものなのか，源流は侮だろうか，には本稿の段階では解答を示せ

なかった。上配のように今後の考えるべき課題の…つである。

　なお本稿および2002年中圏での発表は，平成十臨～十五年度科学弱予究費補助金（基盤研究（C＞（2）

「大元ウルス（元朝い擁糊統治政策史の研究」）による研究成果の…部である。

付記：2003年8月に：Fll行された，宮紀子「モンゴルが遺した「翻訳」講語（上）」（『内陸アジァ需語

　　の研究毒X萄は，本稿竹三成時には照麿し得なかったが，関連する新兇解が多々盛り込まれており参

　　照を願いたい。

翻附録1．使用需語・文字・伝存状況より分類したモンゴル時代命令文

　（杉1．1．l　l　989，　pp．3－4，小野1997，　pp．204－205）　　英語部分は著蓄による付加。

Edicts　ill　the　Mongol・Yuan　per｛（）d　（13iet　and　l　4：h　centuries）　and　their　s　tyles：Classification　of　the　ed｛cts

　　according　to　their　language，　letter／character　and　existlng　state　（Sugiyamal989；Onol9．　97）

1．ウイグル文字モンゴル語の文霧・碑劾・典籍　MongoHanδocしlments，｛nscriptio鵬and　books　in　Uigur

　　SCI’il）t

2．ウイグル文寧モンゴル語と藏訳体白話風1葵文との対訳倉壁碑鋪　Bilingua｝｝nscriptio齢in

　　Mon暮olian　in　Ul即r　scl’ipt　and　Chlnese　translated　word－for－word倉om　Mongolla韮1

3．ウイグル文字モンゴル語とペルシァ謡との対訳合壁文書　BilingUal　documents　in　Mongolian　in

　　Ulgur　script　and　Persian

4．ウイグル文字モンゴル語とアラビア語との蝉訳合漿文書　Bilingual　decuments　in　Mo飛goliεm　in

　　Uigur　SCI’ipt　and　Arabic

5．パスパ文字モンゴル語の文書・碑刻　1　longolian　documents　and　inscrlpt’ions三n　’Phags－pa　Script

6．パスパ文字モンゴル語と齪訳体白話風漢文との対訳合壁碑刻　Bilingual　inscriptions　in　Mo！｝golian

　　in’　Phags－pa　script　and　Chinese　transl乏ited　xvord－for－word　from　Mongolian

7．ウイグル文掌テユルク語の文書　T犠rkic　documents　l装Uigur　Script

8．アラビア文字アラビア語の文書・典籍　Arablc　docume夏｝ts　al、d　books　ln　Aral）ic　Scrlpt

9．アラビア文字ペルシア語の文書・碑棚・典籍　Persian　documents，　inscriptions　and　books　in　Arabic
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　　Script

10．チベット語の文書・碑刻　Tibetan　document’s　and　inscriptions

11。チベット語と直訳体白話風漢文との耕訳合壁碑刻　Bilingual三nscriptions　in　Tibetan　and　Chinese

　　translated　word．for－word　from　Tibetan

12．モンゴル語直訳体白話風漢文の碑刻・典籍　Inscr三ptions　and　books　in　Chinese　translated　word－for－

　　word　from　Mongolian

13．文語・吏糠漢文の碑刻・典籍・書簡　Inscriptions，　books　and　letters　la　classlcal　Chi訟ese　or　pet敬o薮icial

　　style　Chinese

14．パスパ文字文語漢文の碑刻・典籍　Inscriptions，　books　in　classical　Chinese　in　’Phags－pa　Script

l5．ラテン語訳の国書・書簡　Letters　in　Latin　translation

16．ロシア語訳の文書・典籍　Documents　and　books　in　Russian　translation

⑭補：発令過程についての仮説　（杉山1989，p．2，小野1997，　p．205）　簡条書きへの変更，英語部

　　分の付加は著者による。

1．大カアン以下の命令者による口頭による発令Great　Qa’観etc　a＄an　orderer　issues　Oral◎rders，　mes　tly

　　in　MongO玉ian．

2．ビチクチ（書記）によるウイグル文字による文書化　“Docu獄entatioバ　1飛Ulgh蟹scr｛ρt　by爾瀬

　　（secretary！scribe）

3．必要に応じて発余紺象者・頬象地の言語への翻訳　Translation　into出e　lan墓uage　of　reciplent　of

　　announcement（when　necessary）．翻訳場所は，　a．発令地，またはb．当文書を伝達する在地窟庁。　The

　　place　of　translation：a。　the　place　of　issuing，　b．　the　place　of　the　local　government　office

翻附録2．：モンゴル時代命令文の書式分析

（小野1997，p．206，松jll　1995，pp．36－46，本田1983，pp．94－95）表形式への変更は著者によるもの。

大元ウルス高富任命命令文の轡式

Aタイプ Bタイプ Gタイプ

（1）顯名（典

籍編纂時の追
加か）

（1）顕名（典

籍編纂時の追
力肋・）

（1）額名（典

籍編纂時の追
舶か）

（2）年月日（典

籍編纂時に来

灘から移動か）

（2）年月日（典

籍編纂時に末

健から移動か）

（2）年月日（典

籍編纂時に宋

罷から移動か）

（3＞冒頭定型

句

（3）冒頭定型

句

（4）宛名（髭

令対鍛者）

（5）先例・いき

さつ

（3）（御史盤〉

官による上奏

（6）発布宣言 （4）大カアン

の裁可

（4）大カアン

による任命

小野によるモンゴル語命令文 松川の「大元 本田によるモ

の盤式 ウルス讐式」 ンゴルのアミー

ルたちの職務

任命霧の形式

1．蟹頭定型句 権限授与

発令者名

醸i翻atbと型

幽讐且昌

2．宛名：（発令対象者） 通知先 L関係者の連
Pubullvcatio 記

3．本文 a．先例 正統性の表示 2．被任命者の

背景説明
資質・勲功な

Narratb いし任命の経

緯

b漸規の内容 指令筆 3職務内容

Dlspositlo重o

1轟scr｛ptio
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（7＞被任命者

への命令

（8）発令対象

者への命令と

威嚇文言

（9＞被任命者

への威嚇文雷

（10）宋昆定 （5＞末尾定型 （5）宋尾定型

型句（典籍編 句 句

纂時には癸令

地は節略〉

奨令対象者

lnscrゆtio

4溌布宣雷

指令2

Dispositio　to

Pubricatlo

5．関係者の周

知事項

c．授与者が越

権行為をしな

いための威嚇

絨嚇文鴛 6．被任命者の

権限・義務

7．俸給

4．発令年月日と発令場所 結びの定型 8繕写日付

鯵補：書式分析についての補説（小野1997，p．206）

3（本文）：命令文の羅的により，a，b，cの要素がそろう場合とそろわない場合がある。

1，2，4（本文以外）：不可欠。1催頭定型句〉の存在と1，2β，4の書式配列順は，モンゴル命令文に独

　　自のあり方である。

翻附録3．：il憲毫通紀』楠毫備要』翫典章』所載の高官任命命令文リスト

Appendix　3：List　of　the　edicts　for　appointment　of　high　officials　contained　iR　Xidntdit

δngii，　Ndntaibeiydo　and　Y磁ηd伽π雁π9．

※　略号abbreviations：　憲正：監憲豪通紀調正集，憲続；響憲毫通紀続集曇，南濯南蘂備要壽，永堀永

　　楽大典悉，典：駄元聖政国朝典章毒（元典章），新：il大元聖政典章薪集至治条例函（いわゆる元典

　　章新集）。

※　A～C各タイプに年代順に並べて番審を付けた。同一・の命金文が複数の典籍に載る場合には，『憲

　　毫通紀露およびその続集の揚合はX，楠蔓備要還はN，『元典章露およびその新集の場合は，Y

　　を後に加えた。

※　臆嚢通織窪憲蘂通紀続集』楠璽備要雲については，おのおの全部の題羅に通し番号を付けた。

　　たとえば「憲正01」とあるのは，臆蕪通紀壽正集の一番欝の題Hの文書を表す。『元典章』およ

　　び新集の場合は，今隅抽出した命令文のみの逓し番暑である。なお，郵永楽大典匪既典章2およ

　　び薪集について，収録の巻数と葉数を表示してある。

※　m一マナイズおよびカタカナで示した人名表記は推定を含む。携音を示したものは現在推定し得

　　ていないものである。

⑳Aタイプ　Type　A：28通

【A　011（典01「強占民1王i測付本盛三」，謬元典章露19，3a，田宅，民田）至冗十三年晒暦1276年）十二月，

　　中話｝左丞絹アジュ（A瀬阿飛）を長とする行申書省を遣わして撫諭させることを命じたクビライ

　　（Qubilai，　llと祖〉難旨（Jarli］，）。薩訳体漢文。参照：律光難巻9，15a－b，世根本紀，至元十三年十慧

　　月庚寅cQubilai’s　edict　ordering　Aiu　to　stabilize　administration　of　Seuth　China、（堤1996，　pp85－86参照）

【AO2】（南01「立行御史嚢斜臼威為御史大夫制」，永2610，lb）至元ナ四年（西膳1277年〉，センウ（’ilSeng’tl

　　相威〉を喪とする行御史豪に監察を命じたクビライ　（Qttbilai，世撞〉聖旨（∫arliγ）。漁訳体1莫文。

　　Qubilai’s　edict　appointing　Seng’tl　to　Censor－in－chief　of　Branch　Censorate，　and　orders　to　carry　out

　　inspect20n．　　（堤1998，　pp．180－182参舞（0

【AO3－Y】（典02「（粛嚢綱）」，謬冗典章護2，3a，聖政一，粛盗綱）鰹元三十一…年晒懸1294年）七月，

　　録軍悶重寮・御史大夫の月魯郷演（Or拍g　Noyaの1こ首振嶺綱を命ずるテムル〈Temur，成宗）塗旨
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　　（jarliγ〉。文譲漢文Q　Qubilai’s　edlct　ordering　Or1菰g　Noyan　to　enforce　o廷iclal　discipline，

【AO3－X】（憲正19b「風憲官吏繊罪加重」，永2608，8b－9a）至元三十一隼（薄暦1294年）七月，月魯那

　　演（◎rltig　Noyan）太師・録軍国重事・御史大央に首振藁綱を命じるテムル（Temttr，成宗）聖冒

　　（jarliγ）。文認漢文。　Qubilai’s　edict　ordering◎rkttg　Noyan　to　enforce　official　discipline．

【AO4Yl（典03「立行御史豪官」，翫典章15，7a，豪綱一一，行璽）大徳八年（懸暦1304年）三月二十

　　四臼，阿里馬（AITmi）を行御史峯大夫にffじるテムル（Temttr，成宗）聖旨（｝arliy）。痘訳体漢文。

　　［AO3］。　TemUr’s　e（玉童ct　aPPointing　Al￥mti　to　Censo「’in”chief　of　B「anch　Censo「ate’

【AO4－Xl（憲罠08「立行御史蚕窟」，永2608，5b）大徳八年（西暦1304年）王月二十遡｝ヨ，阿羅馬（A

　　limta）を行御史蔓大央に任命するテムル（TemUr，成宗）聖旨（Jarliγ）。直訳体漢文。艶m敬もedlct

　　appointing　AIIm養to　Censor－in－chief　of　Branch　Censorate．

【AO5】（典04ヂ（筋官吏）」，罫元典朝2，5b，聖政一，筋官吏）大徳十年（頭贋1306年〉五月十八臼，

　　右丞梱・蒼刺翠のアクタイ（Ah霞tai阿忽台）ら中書省官に従新整治を命じるテムル（Temifr，成宗）

　　塗旨（｝arliγ）。文語漢文。艶磁r’s　edict　orderin墓Ah穫tai　to　enforce　o登icial　discipline．

｛A　06－Yl（典05ド整治豪綱」，ξ元典章壽5，4a－b，壷綱一，内豪）大徳十一年（西麿1307年〉ナ月幸五

　　臼，トクト（Toγto脱脱）を御史大夫に，ジルガラン（」三rγal餓g只児圓舘1≦）を御史中丞に任じる

　　カイシャン（Qai§an，武宗）聖旨（Ptliy＞の簾該。直訳体漢文。　Qa踏a：鳶edict　a即ol難翻墓％γto　t◎

　　Censor－in－chief　of　Censorate，　and　of∫irγalang　to　Vice　Censor－in－chief　（abridged）．

【AO6－Xl（憲正36a「整治毫綱」，永2608，14b－15a）羊児年ノ大徳…卜一年晒暦1307年）十鍔十難日，

　　トクト（πbγto脱脱）奉国公右丞相を御史大夫に，ジルガラン（海γalang只児冶郎）を御史串丞

　　に佳命し，整治嚢綱を命ずるカイシャン（Qai§an，武宗〉幾旨（｝ar廼）の簾該。直訳体漢文。　Tem“r’s

　　edict　appointing　To7to　to　Censor－in－chief　of　Censorate，∫irγalang　to　Vice　Censor－in－ch量ef　and　appointing

　　them　to　enforce　offic三al　discipline（abridged＞．

【AO71（典06「（振蘂綱）」，『元典章12，lb－2a，聖政一，振璽綱）至大元年（題暦1308年）七月，タ

　　シュブカ（Ta§　buqa塔思不花）を申書右丞相に，乞台普済（Qltaip丘ji）を串書左丞絹に任じるカイ

　　シャン（Qaigan，武宗）塗旨（jarliγ）。文語漢文。　Qaihan’s　edict　apPolnting　Ta§buqa　to　Grand

　　Councilor　of　Secretariat，　and　Qltaipifji　to　Vice　Grand　Councl夏or．

【A　OS】（南29「整治壁綱鯛」，永2810，9b－10a）驚大二年（西謄鴛09年）三月二…卜二二蕪，ジルガラン

　　Clrγalang只児給郎〉，イルギ（Y6erji　LY児吉）二人を御史大央に任じ，整治墜綱を命じるカイシャ

　　ン（QaiSan，武宗〉饗旨（jarliγ）。直訳体漢文。　QaiSan’s　edict　appolRting　both　Jiryalang　and　Yeerli　te

　　Censors－in・chief　of　Censora£e，　an（蓬apPoint圭ng　them　to　enforce　official　d三scipline．

【A　09｝（南31「整濤嚢綱制」，永2810，10b蝦a＞至大三隼（灘暦1310年）八鍔初二臼，クラチュ（Hii

　Iac蕪忽刺出），厘日（Liri）二人を御史大夫に妊じ，整治嚢綱を命じるカイシャン（Qai§an，武宗）

　　聖濤　（iarliγ）e　直訳体漢文。　Qaigan’s　edict　appointing　both　Halacha　and　Liri　to　Censors－in－chief　of

　　Censorate，　and　apPointing　them　to　enforce　officlal　discipline．

【A101（憲正む「命塔出不花［塔1失海労並為御史大夫劇」，永2608，15a－16a）皇慶元年（西麿i312年）

　　．W’g，中書左丞相タシュブカ（TaS　buqa塔思不花），河南省平章タシュカヤ（Ta§qaya塔失海琢〉

　　の二人を御史大夫に任じ，整治整綱を命じるアユルパルワダ（Ayurbarwada，鶴宗）聖雷〈｝ayliy）。

　　醗訳体漢文eAyurbaywada’s　edlct　appointing　both　Tag　buqa　and　Ta§　qaya　to　Censors－in－chief　of

　　Censorate，　and　appointing　them　to　enforce　officia1　d三scipline．

IA　11］（憲正52「命伯忽脱歓答刺翠並為御史大夫鋼」，永2608，17b）延祐三年（酒謄1316年）六月，

　　太簿・御史大夫のバイクゥ（Baiqu伯忽），御史大夫トゴン・ダルハン（Toγon　darqan脱歓筈刺箪）

　　に整錺蜷綱，作新風憲を命ずるアユルバルワダ（Ayurbarwada，仁宗）聖窟（｝arliγ）。文語漢文。

　　Ayurbalwada’s　edict　ordering　Baiqu　and徹）γoll　darqan　to　enforce　official（liscipline　and　further　inspection．

【Al2－Y】（典07「整治鰹綱」，新集，朝綱，御史璽1a－b）羊児年1延祐六薙（蒲膿q3⑲年〉十二月初

　　IM　1ヨ，トクトガ（Toγto一γa），テムルブカ（TemUr　buqa）を御史大夫に任じ，整治簗綱を命ずるア

　　ユルバルワダ（Ayurbarwada，仁宗）聖旨（｝arli　7＞。直訳体漢文。［A　12－X］と岡じ聖旨だが，字句

　　に相違あり。Ayurbarwada’s　edict　appointing　both　Toγto－ya　and　TemUr　buqa　to　Censors－in－chlef　of
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　　CensQrate，　alld　apPol1ユtlng　them　to　enforce確icial　d三scipline．

【A12－X】（愈正60「命脱禿H合帖木児不花並為御9t！大夫鯛」，永2608，18b－19b）延祐六年（西磨1319年）

　　十二月“卜一一　U，トクトガcroγto・γa），テムルブカ（Temtlr　1）uqa）を御史大夫に任じ，整治憂綱を

　　命ずるアユルバルワダ（Ayurbalwada，仁宗）豊旨（jarliγ）。匿訳体漢文。〔A　12－Y］とi司じ蛮旨だ

　　が，字句に相違あり。Ayurbarwada’s　edict　appointing　both　liXoγto一γa　and　Temtlr　btiqa　to　Censors－in－

　　chief　of　Censorate，　and　appoint．ing　them　to　enforce　officia1　disc三pline．

【A13】（南37「振挙憂綱制」，永2810，14b－15b）壼治三年（酉贋1323年）正月，御史大夫テクシ（Tegsi

　　帖のに振挙蕉綱を命ずるスィデバラ（Sidibala，災宗）聖旨（jarliγ）。文語漢文。　Sidibala’s　edict

　　orderin菖窺gsi　to　enforce　o翫lal　disclpline．

｛AM】（南38「協誘路網」，永2610，15b）至治烹年（騰暦鴛23年）蓋鍔十二1ヨ，御史大央テクシ（Tegsi

　　帖箕）を畏とする御処蓋の官，監察御史，廉訪司窟らに，より頻繁な上奏を命ずるスィデバラ

　　（Sidibala，英宗）瓦旨（Jarliγ）。　i威訳体漢文。　Sidibaia’s　edict　ordering　Tegsi　to　report　him　more

　　fre（luently．

【A15］（憲翫65「命禿忽魯紐澤並為御史大夫｛槻，永2608，20a－21a）泰定元薙（酒暦13％年）四月初

　　7f．　El，トクル（’rfihttltl禿忽魯）・紐澤（NiUze）二入を御史大夫に任じ，従薪整治を命じるイスン

　　テムル　（Yi＄tlll　temUr，泰定帯）聖旨　（∫arliγ）。獄訳体1葵1文。　YlsUn　ten霜r’s　edict　appointin菖both　T面

　　iflU　and　Nitize　to　Censors一三n－chief　of　Censorate，　and　appointing　to　enforce　officia1　disclpline．

【Al6】（南39「整治蓋綱」，永2610，15b－16a）泰定L一年（西膵1325年）確～…月一｝’三臼，申書左丞相ダ

　　ウラト・シャー（Daulat　shah倒刺沙）と紐澤（N滋z6）の二人を御史大夫に任命するイスンテムル

　　（YisUn　temUr，泰定帝）蒸．旨　（jarliγ〉。藏訳体漢文。　Yis読n　temitr’s　edict　appointing　both　Daulat　sh2h

　　and　Ni蔑z6　t◎Censors－in甲ch三ef　of　Censorate．

【A17】（恵正66「命｛醗預笏く列赤並為御史大夫制」，永2608，21a－b）天暦元年　（西磨1328！1）十二月十

　　七臼，バヤン（Baya隷伯顔）を太尉・聞府儀岡烹司・御史大夫に，イルチ（llei亦列赤）を光禄大

　　夫・御史大夫に任じ，菖振議綱を命じるトクテムル（Toq　temttr，文宗〉盈旨（ぎarli　y＞。文語1真文，

　　A　タイプ。笈bq　temUrもedict　appo蟄ting　both　Bayan　and　llei　to　Censors－in－chSef　of　Censorate，　ancl

　　apPo重n雛ng　theln　to　enforce　o薮icia｝discipl三ne．

【A　18」（愈∬170「命巾占木児不花現務博華並為御史大夫1｛1嘱，永2608，23a・b）至順元年（撒暦1330！D

　　三月十＿：i三！，瞬府儀【月三鰐・上猿三國・録ぶ羅重事・申書左塚誹目のテムルブカ　（艶m臆b矯qa帖木児

　　不花〉，太轄宗纏使の瑚格博牽（Yuさ1u6　B6ke）を御史大夫に任じ，善振蓋綱を命じるトクテムル

　　Clbq　temtlr，文宗）聖旨（∫arli｝7）の節1≡亥。文語漢文と芦沢体lk文の混1肴。駒q　te1撫r’s　edict　aPpolnting

　　both　「1）emUi’bu（la　and　Yudlti6　B6ke　to　Censors－in－chief　of　Censorate，　and　aPPointing　them　to　enforce

　　offic童ai　discipl三lle　　（abridge（3）　．

【A19］（志亙73「命脱雪旺台冶其勢並ノ多御史大夫制」，永2608，24a－b）元統元！l：（西暦】333年）パ月二

　　十四H，トベテイ（TObe’etei脱別台），唐其勢（Taiigqishi）を1卸史大夫に任じ，薦振霊綱を命じる

　　トゴンテムル（Toyon　temifr，　］ll｝lii；）聖旨（｝arliγ）。文喬蓄1漢文，鐸頭の宛名のみ直訳体漢文。“ro　yon

　　tenlUlr’s　ed重ct　apPointing　both　TObe’etei　and　Tangqishi　to　Censors－in－chief　of　Ce”sorate，　and　appointing

　　theiii　to　enforce　official　discipline．

【A2e］（南41「振弓：鍵綱制」，永2610，17b48a）兀統二：二年（西謄1334年）暇月雫｝一五日t唐其勢（T会n暮頓shi），

　　マジャルタイ（漁z濾飢ai馬蜜L児台）をともに御史大央に任じ，霧言浩風紀・振挙羅綱を命ずるト

　　ゴンテムル（Toγon　temtkr，順帝〉馬旨（iarliy）。涯訳体緩文と文語漢文の混濡，o　To　yon　temUr’s　ed｛ct

　　ordering　3、angqishi　and　1？Vltizh蓋6rt・ai　to　enforce　officia玉disciPl量ne　and　further　insPection・

【A211（南43「首振蟻綱」，永2610，18a－b）後至元二午（酒騰1336年）il醤月，知擢密院使テムルブカ

　　（範mtir　b顎qa帖木児羅く花），申，彗：平≠政．罫サアディー（Sa、　‘dT撒延）を御史大夫1こ任じ，首振鍾綱

　　を命ずるトゴンテムル〈ZbγOn　temUr，願情）聖旨（jarliγ〉。藏訳体涙文と文、吾漢又の混清，。Toγon

　　temUr’s　edict　apPointing　both　Temttr　buqa　and　Sa‘dT　to　Censors－in－ch呈ef　of　Censorate，　and　apPointing

　　them　to　enforce　official　d量＄c｛pHne．

【A22】（意続i2「f乍新原1愈制」，永2609，4b－6a＞後瀧元パ年（蒲暦13憩｛｛：）八月初一一一　ll，怯醇智・亘
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　　徽院使のベルケブカ（Berke　buqa別里怯不花），嶺北省平章のエセンテムル（Esen　tem蛍也先帖木

　　児）を御史大央に任じ，振挙豪綱を命ずるトゴンテムル（”fbγon　temttr，順帝）聖旨（iarliy）。直訳

　　体漢文と文語漢文の混澹，。’ro　70n　temUr’s　edict　appointing　both　Berke　buqa　and　Esen　temtit－to

　　Censors－in－chief　of　Censorate，　and　apPointing　them　to　enforce　official　discip三ine．

【A23】（憲続26「作新風憲網」，永2609，8b－9b＞至正三年（酒暦王343年）三月十二錘，御史大央バイ

　　サリ（B2ishl￥｛ts撒里），御史大美エセンテムル（£sen　tem嚢r也先帖木児）に菖振墨綱・作新風憲を

　　命ずるトゴンテムル（Toγon　temtw，順帝）霊旨（ぎarliγ）。文語漢文。　Toγon　temgr’s　edict　ordering　B

　　2iSlli　and　Esen　temttr　to　enforce　official　discipline　and　further　inspection．

【A24】（憲続34　Y作薪風憲鋼」，永2609，11b－12b）至正五年（西暦1345年）七月二十難β，縣府儀嗣

　　三司エセンテムル（Esen　te漁r也先帖木児）と銀青栄録大央テムルタシュ（Temttr　tagilk陸爾達實）

　　二人を御史大夫に任じ，振粛壷綱・作薪風紀を命じ，中外に布告するトゴンテムル（Toγon　temUr，

　　順帝）聖旨（Jarliγ）。文語漢文。　Toγon　temtir’s　edict　appointing　both　Esen　temtir　and　Temtu’　ta§　to

　　Censors4n－chief　of　Censorate，　and　apPointing　them　to　enforce　official　discipline

【A25】（憲続38「作新風憲制」，永2609，13a＞至正六年（源暦1346年）八月十～臼，知枢密院事イリ

　　ンチバル（lrinJibal亦憐真斑）と宣徽使太平（Taiping）の二人を御史大夫に佳じ，首振嚢綱・作

　　新風憲を命ずるトゴンテムル（Toγon　tem｛ir，順帝〉聖旨（iarHγ）。文語漢文。　Toγon　temUr’s　edict

　　appointing　both　kin｝lbal　and　Taiping　to　Censors－in－chief　of　Censorate，　and　appointing　them　to　enforce

　　official　discipline．

【A26】（憲続51　r作新風憲鋼」，永2609，15b－18a）至正七年（西暦1347年）七薄ナ七霞，金紫光禄大

　　夫・江漸等処行中書省左丞紹ドルジ（Dor∫i朶児只）と銀青栄禄大夫・江南諸道背御史蔓御史大夫

　　ナリン（Narin納麟）を御史大夫に任じ，振挙豪綱を命じるトゴンテムル（馳γo賦em凱顯帝）墾

　　旨（｝arliγ）。文語漢文。　To70n　temtir’s　edict　appolnting　both　Dorll　and翼arin£o　Censors－in－chief　of

　　Censorate，　and　apPointing　them　to　enforce　official　discipline．

【A27】（南53「整治蜜綱」，永2610，24a－25b）至正九隼（蕩贋1349年）七月（年代は既難巻42，

　　順帝本紀五に基づく推定），知枢密院事エセンテムル（Esen　temar也先轄木児）を再び御史大央に

　　任じ，首振畿綱を命ずるトゴンテムル（「lbγo簸tem甑願帝）聖雪（Jarliγ）。文語漢文。　Toγon　temUr’s

　　edict　for　the　re－apPointment　of　Esen　temtir　to　Censor一三n－chief　of　Censorate，　and　apPointing　h三m　to　enforce

　　official　d三scipline．

【A28］（南69「開読」，永2611，9b－10a）至正十二奪（簿磨1352奪）八月二十七鷺（丁卯。年代は罫兄

　　史遷巻42，順帝本紀五に基づく推定），替刺筆・太傅・中書右丞絹トクト（㌻oqtQ脱騰〉に，便窺

　　従事を命ずるトゴンテムル（恥γon　tem“！～順帝）窒旨（ぎarliy）。文語漢文。　Toyon　tem£tr’s　e（lict

　　ordering　T（）qto　to　manage　at　his　discretion．

⑳Bタイプ　Type　B：　10通

【BO1】（憲正21「命只児晧郎為御史大夫」，永2608，9a－b）元貞元年（西贋1295年）正月初八Fl，ジル

　　ガランσirγalang只兜恰郎）を御史大夫に任じるテムル（’remtlr，成宗）塗旨（｝arli｝・）を弓1用する

　　中書省の籔イ寸。直訳体漢文。Tem“r’s　edict　appointing　J“ir7a］ang　to　Ceiisor－in．chief　oi　Censorate．

【BO21（憲正22r命禿忽赤為御史大夫」，永2608，9b）元貞瓢年晒暦1296年〉正弩こ：十爲，トクチ

　　（Toq6i禿忽赤）を御史大夫に任じるテムル（窺m嵐成宗）墾雷（jarliy）。藏訳体漢文。　Xemitr’s　edlct

　　apPoint｛ng　Toq6i　to　Censor－in－chief　of　Censorate．

【BO31（憲正23「命頑閣為侍御史」，永2608，9b）元真二年（西暦1296年）二月初置1：｛，頑闘（Wlc　nlU）

　　を侍御史に任じるテムル（TemUr，成宗〉聖旨（｝arliγ）。直訳体漢文。艶1煎r’s　edict　aPpointlng　wa磁

　　to　Attendant　Censor　of　Censorate、

【B　04－Nl（南21「命徹墨為南豪御史大央」，永2610，7b）大徳二年（酉歴1298年〉三月十七｝ll，徹墨

　　（Ch合li）を江南行豪御史大夫に任じ，アラーウッディーン（IA瓶al・DTn阿老瓦丁＞1こ江爾行豪御

　　史大央を罷めさせるテムル（Temtir，成宗）聖濤（∫arllγ）。燕訳体漢文。艶m£ifs　edlαappoi夏1ti三｝g　Ch誠

　　to　Ce1｝sor－｛n・chief　of　Censorate　a装d　for£he（董is茎nlssai　Qf　iAl蓑　al－D了n　to　Cens◎r－iB－chief．
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【BO紛（】（憲正28「命徹里為南饗御史大夫」，永26e8，11b－12a）大徳二年（西暦1299年）三月十七日，

　　徽里（Ch611）を江南行婆蓬御史大夫に儀じ，アラーウッディーン（阿老瓦丁）に流南行璽御史大央

　　を罷めさせるテムル（’remUr，成宗）聖旨（iarliγ）。直訳体漢文。艶漁掩edict　appointin客Ch61i　to

　　Censor－in・chief　of　Censorate　and　for　the　dismissal　of　iA1蓑al－DTn　to　Censor－in．chief．

【BO5】（憲正53「加脱歓苔刺輩大夫散窟」，永2608，17b－18a）延祐三年（酒暦1316年）七月十二臼，

　　トゴン・ダルハン（Toyon　darqan脱歓苔刺響）大夫に散官を加えることを命じるアユルバルワダ

　　（Ayurbaiwada，仁宗）聖旨（｝arliγ）。直訳体漢文。トゴン・ダルハンに金紫光禄大夫の散官を加え

　　る中書省の箭付（文語漢文）を付す。Ayurbar、vadaもedict　adding　prestige　title　tdbγon　darqan．

【B　06】（憲正72「命亦釈薙阿為御史中丞」，永2608，24a）至順三年（酉暦1332年）五月ニナ七摂，湾

　　南雀平章亦釈董阿（Yishid6ng’勧を御史中丞に任じるトクテムル（τbq　tem通r，文宗）聖旨（jarliγ）。

　　直訳体漢文。Toq　temUr’s　edict　appointing　Yishid6ng’　2　to　Vice　Censor－in－chief　of　Censorate．

【B　07】（憲正74除普化為御史中丞」，永2608，24b）後至元元年（西麿1335年）十一月　：十六B，治

　　書侍御史ブカ（Buqa普化）を御史中丞に，徽政院副使のベルケブカ（Berl〈e　buqa別里可不花）を

　　侍御史に，吏部尚書のトクト（Toγon脱脱）を治書侍御史に任じるトゴンテムル（馳γon　tem磯順

　　帝）墾旨（iarliγ）およびブダシュリ太皇太盾（文宗卜答失里Buddha＄頁皇猛）酪旨（IJi）。直訳

　　体漢文。Edicts　of　Toγon　temUr　and　Buddha　SrT　appolnting　Buqa　and　the　rest　to　high　officials　of

　　Censorate．

【B　08】（憲続02「命脱脱為御史大夫」，永2609，2a＞後至元瑚隼（西暦1338年）四月初八駐，御史中丞

　　トクト（Toγto脱脱）を御史大夫に任じるトゴンテムル（Toγon　tem（lr，順帝）聖旨（jarllγ）および

　　ブダシュリ太皇太盾（文宗卜答失璽Buddha　S頁皇臆〉驚旨（lji）。薩訳体漢文。　Edicts　of　To70n

　　temUr　and　Buddha舗apPointlngπbγto　to　Censo由一chief　Qf　Censorate．

【BO9】（憲続30「命也先粘木児ゆ占睦爾達實並為御史大夫鯛」，永2609，10a－b）至正四年晒暦1344年）

　　八月三十H，エセンテムル（Esen　temUr也先帖木児）を御史大夫に任じるトゴンテムル（Toγon

　　temttr，順帝）聖旨（∫arliγ）およびテムルタシュ（艶m“r　ta紳占睦爾達實）を御史大夫に任じるトゴ

　　ンテムル（Toγon　temtitr，順帝）聖旨（Jariiγ）。直訳体漢文。　Toγon　temUr’s　edlct　appointing　8sen　tem倣

　　an（l　Tbm“r　ta話to　Censors－in－chief　of　Censorate．

【B10】（憲続31「繍授散官」，永2609，10b）至正四年（西贋13嘱年）九鍔十八Ei，壁大夫エセンテム

　　ル（Esen　temar也先粘木児）に開府儀岡三司の散窟を，テムルタシュ（TemUr　taS帖睦爾達實）に

　　銀青栄禄大央の散官を与えるトゴンテムル（To70n　temttr，順帝）聖旨（∫arliγ〉の節該および九月

　　ニヤ七黛，エセンテムルとテムルダシに「知経麺」を命じるトゴンテムル（Toγon　temtlr，順帝）

　　塗旨（jarliア）。ともに直訳体漢文。以上の二つの聖旨を伝達する十一一月初四Bの中書省の舗付。

　　㌻oγon　tern6r’s　edict　apPointing　Esen　temUr　and　Temttr　ta§to　honorary　post．

⑳CタイプType　B：　11通

【CO1】（憲並45「命伯忽為御史大夫」，永2608，16b）皇慶二年（瀟暦1313年）並月初二a，バイクゥ

　　（Baiqu伯忽）を御史大央に任じるアユルバルワダ（Ayurbarwada，仁宗）鍵旨（｝arliγ）。臨訳体漢

　　文。Ayurbarwadaもedict　aPPointing　Balgu　to　Censor－in－chief　of　Censorate．

【C　02】（憲罠46「命脱歓為｛舞1史大央」，永2608，16b）皇慶二年（藤暦13玉3年）三月初六臼，トゴン

　　（T（）γon脱歓）を御史大夫に任じるアユルバルワダ（Ayurbarwada，仁宗〉聖旨（iarliγ）。鷹訳体漢

　　文。Ayurbarwada’s　edict　appo｛nting　’r｛）yon　to　Censor－in－chief　of　Censorate．

【CO31（憲正58「命朶児只為御史中丞」，永2608，18b）延被四年（癒麿1317年）三月初七匠1，ドルジ

　　（Dor｝i朶児只〉を御史中丞に任じるアユルバルワダ（Ayurbarwada，仁宗）甕旨（iarli］・）。直訳体

　　漢文。Ayurbarwada’s　edict　appointlng　Dorji　to　Vice　Censor－in－chief　of　Censorate．

【CO4】（憲続08「命也先迭木児為御史大夫鋼」，永2609，4a）後釜元六年（爾暦1340年）二月十六鍵，

　　嶺北省平章エセンテムル（Esen　temitr也先迭木児）を御史大夫に任じるトゴンテムル（πbγon　temUr，

　　順帝）聖旨（Jarllア）。藏訳体漢文。恥γol貫ema琵edict　apPointlng　Esen　tem電to　Censer－in－chief　of

　　Censorate．

191



大元ウルス高官任命命令文研究序説

【CO5】（憲続15「命伯撒里為御史大夫劇」，永2609，6a）後至元六年（西暦1340年）十一月初一一　H，河

　　南省平章バイサリ（BiLiskli｛ts撒里）を御史大夫に任じるトゴンテムル（馳γon　tem甑順帝）聖旨

　　（jarliγ）。薩訳体漢文。［1］oγon　temttr’s　edict　appointing　BiliSklT　to　Censor．in．chief　of　Censorate．

【CO6】（憲続17「命亦憐真班為御史大央網」，永2609，6b）至正元年（酒暦1341年）正月初二日，南蓋

　　中丞イリンチバル（lrinjibal亦憐真班〉を御史大夫に伍じる1・ゴンテムル（Toγon　temUr，順帝）聖

　　旨（iarliγ）。直訳体漢文。　Toγon　temUr’s　edict　appointing　lriniibal　to　Censor－in・chief　of　Censorate．

【CO7】（憲続24「命也先帖木児為御史大夫制」，永2609，8a）歪正元年（西贋13徽年）十二月二十二

　　日，枢密院知院エセンテムル（£sen　tem磁也先帖木児）を｛卸史大夫に任じるトゴンテムル（Toγon

　　te漁鴇順帝）聖旨（jarliγ）。直訳体漢文。τbγon　temUたedict　apPointing　Esen　tem敬to　Ceasori眠hlef

　　of　Censora｛：e．

【C　08】（憲続35「命太平為御史大夫制」，永2609，12b）至正五年（瀬暦1345年）一←月初Il　R，太平を

　　御史大央に任じるトゴンテムル（Toアon　teintlr，　N賭）聖蜜（ぎarliγ）。直訳体漢文。

【C　09】（憲続37「命亦憐真班為御史大炎指目」，永2609，13a）至正六年（西暦1346年）七月初七＄，イ

　　リンチバル（lrinMbal亦憐真班）を御史大夫に任じるトゴンテムル（Toγon　temttr，順帝）聖旨（｝arliγ）。

　　直訳体漢文。Toγon　temtr’s　edict　appointing　Irin｝ibal　to　Censors－in－chief　of　CeRsorate．

【C　IOI（憲続43「命納麟為御史大夫制」，永2609，14b）壼正七年（西歴1347年）三月十鰹霞，南璽大

　　夫ナリン（Narin納麟）を内壷左大夫（次席の御史大夫）に任じるトゴンテムル（馳ンon　tem楓順

　　帯）聖旨（iarliγ）。直訳体漢一LS“C。　Toγon　temar’s　edict　apPointing　Narin　to　the　next　Censoys－in－chief　of

　　Censorate．

【C11】（憲続47「命朶児只為御史大夫鋼」，永2609，14b－15a）至蕉七年（西暦13貯年）慨月初ヨ日，

　　江漸省丞相ドルジ（Dorii朶児只）を御史毫右大央（首庸の御史大央〉に任じるトゴンテムル（Toyon

　　tem賦順帝）聖旨（｝ayliγ〉。直訳体漢文。　Toγen　temtu”s　edict　appointing　Dor｝i　to　top　Censors－in－chief

　　of　Censorate．

⑭補：H本史料に載る大元ウルス命令文リスト（一部）

PartiaHist　of　the　Mongol　edicts　in　Japaflese　resources．

（N　01】（「蒙古國牒状」，宗性獺伏異朝怨激抄毒（東大寺蟹書館蔵））至元三年（藩繕4266年）八肩，

　　日本国王に通交を求めるクビライ（Qubilai，世雛）の書状。文語漢文，　Aタイプ。　A　let徹of　Q疑bilal

　　a〔ldressed　to　the　king　of　Japan　for　requesting（liplomatic　relation，’「瓢δkokoku　chδ」6！膠，　Sδshδ，　in（涛δわα左び

　　Jcho－　Onteld　sho－（manuscrlpゆelongs主o　the　Tδda弓｛library　in　Nara）、

｛N　021（「霊諭日本国詔文」，瑞渓周鳳ぎ善隣国宝記』駈収，愚渓嫡智ヂ海印接待庵記」〉癸未／至元二

　　十年（饅暦1283年），日本国王に来朝を求めるクビライ（Qubilai，微祖）塁旨（｝arliγ）。文語漢文，

　　Aタイプ。”An　edict　of　Qubilai　addressed　to　the　king　of　Japan｛or　requesting　his　vlsitation．　Nippon　koku

　　wo　Senyu－suru　shδbun　（Senyu　Nippon　koku　shδbun），t，　in　Zu量kei　Shuh6，　Zem’in　kol｛uh－oki．

【NO31（玩朝寄日本轡」，ぎ金澤文庫古文謝第九輯佛箏篇下，6773＞大徳三年（西暦1299年。もと

　　元年とあるのは誤り）三湾，日本國王に通交を求めるテムル（Temttr，成宗）聖旨（｝arllγ）。文語

　　漢文，AタイプQ”An　edict　of　Temar　addressed　to　the　king　of　Japan　for　request三ng　diplomatic　relation．

　　Genchδ　no　Nippon　ni　yosul’u　sho　（Gench6　ki　Nlppon　sho）tt，　in　Kanesa　w‘’i　Bunko　KomoRjo荘，　A「a　6773

纒文献一覧

A．史料

・ 濾憂通紀渥窪憲蟹通紀続剰（置永楽大典毒巻2608，2609所収）

・ 楠籔備要違催永楽大典』巻2610，2611所収）

・ 『大元聖政幽朝典章還ぼ元典章』），『大元聖政典章新集至治条例』（いわゆる『元典章新集G）。

・ 元，蘇天爵輯掴朝文類」巻十一～巻十二鯛，巻鰯十～隣十二　経世大典序録。
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・ 元，脱脱奉勅撰腕史渥
・ 宋，宋敏求輯『唐大詔令集轟巻瞬十四～巻六十，大臣。

・ 宋，李肪等奉勅撰『文苑英華麟巻三百八十～巻四百十九，中書制諾；巻瞬百二十～四百六十一，翰

　林制詔。

・ 宋，闘名輯匡宋大詔令鰯巻五十一～巻七十，宰相；巻九十饅～～百四，将帥・軍職・武臣。
・ 明，陶宗儀匿南村綴耕録壽巻二十，「漢児聖旨」

・仁弁田陞『唐全拾遡東京，東京大學娼版會，1993年；仁井田陞，池田温ら編糖令拾遺補諺東京，

　葉京大学繊版会，1997年。公式令第二十一一・鯛書式ほか。

・Muhammad　b．　Hind嚢sh査h　Nakhchiv百nl，　A　n　z－3ane，　A，A．（ed．），Ra　cMYp　acr－Kamu6　d｝u－TaituH　aa－

Mapamu6，3　vols．，　MoCKBa，　1964－1976．　Dasnir　al－KZtib　f7勲γ7η泌瞼1翫∫わ濯密職任命のための書

　記規棚
・「蒙古國牒状」（巌眠取材班編i大モンゴル3曇，東京　角川書店，1992年。pp．56－57図版；宗姓il；g

　伏異朝怨敵抄』所収。東大寺図書館蔵写本）

運金澤文鷹古文書』第九輯　佛事篇下，横浜，金澤文康，1956年。

・ 田中健夫編鞍本史料　善隣国宝記・薪訂続善隣国宝記オ，東京　集英社，1995年。

B．研究　（ABC瀬）

・ 鄭・金・佐sxg　Cheong＆Kin＆Satou2002：鄭光・金文京・佐藤晴彦f「漢児醤語」と「蒙文直訳体」」

　解説の五，金文京・玄畢子・佐藤晴彦訳注姥乞大一朝鮮ゆ轍の申国語会話読本雌平凡粒東洋文
　　　庫699，　2002脅三，　pp．368・375．

・ 海老沢Ebisawa1976：ぼ元典章垂の聖旨に関する…問題憾木村正雄先生退官記念東洋史論集露，1976
　　　蓬ド，　pp．209－222．

・ 海老沢Ebisawa1984：ヂil元典章護の聖旨に関する覚書」大絹窟士夫編『i・｝1国史上よりみた中国文化の

　伝播と文化変容雲昭和58年度科学研究費補助金（総合研究A）研究成果報告書，1984年，pp．114一

　　三22．

・ 本欄Honda1959：本溺實1言ヂフラグ・ウルスのイクター鯛」，本田罪モンゴルII寺代史研究選，東京大学

　　　蹟五筋こ会，　1991　審三〇　pp。233－260，原fift　eま　1959典三Q

・ 本田｝ionda1982：本田實儒fモンゴルの遊牧的官制」，『モンゴル蒔代史研究1，棄京大学出版会，ユ991

　年。pp．69－82，原載1982年。

・ 本田｝londa王983：本田實揺「ジャライル靭のモンゴル・アミール鯛」ジモンゴル時代史研究誰，東京大

　学醸版会，1991年，pp．83－99，源載1983年。

・ 本田Honda1965：本1：｛鐸實信「モンゴル・トルコ語起源の術語一語尾一lnishiをもつもの一」，『モンゴル

　時代史研究』，東京大学繊版会，1991年，pp，405456，§14　tOsemi6i～t雌eml§i，　pp，424・425，源載1965

　年。

・ イリンチンIri1藏甫982：亦郭真「元代硬洋公膜文体」郵元史捻撚』第一輯，ユ982年。　pp．164・178；カll

　藤雄三訳「元代痕訳公文書の文体」納陸アジア欝語の研究毒XM，2001年，pp，155－172．

・ 京大東洋史1954：京都大学東1羊史研究室『通鯛条格憲嚢通紀巨1次索引渥京榔大学東洋史研究室，1954

　　　勾三，　78P．

・ 用添Kawazoe1980：川添llll－［／1「外交文書」鞍i本齋文書学講座第5巻巾世編躍雄出閣出版，玉980年

　　　月斤壕又，　PI）．269－288．

・ 松用Ma重sukaw組995：松川食缶「大元ウルス命令文の書式∬待兼山論叢』29号史学篇，1995年，　pp，25－

　　52．

・ 松用Ma匙sukawa2002：松川節「薪発表のモンゴル語命令文碑3件」松田孝一編1碑亥讐等史料の総命的

　分析によるモンゴル齋国・光朝の政治・経済システムの基礎的研究悉平成12～13年度科学研究

　費補助金基盤研究（B）（1）研究成果報告書，2002年3月，pp．55－67．

・村井Muraiig88渉亨井童介「闘男交渉史の序幕　　幕府最初の遣使にいたるまで」『アジアの中の中

　世｝三1本毒校倉書房，1988年所版，pp238－293。
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・村井M田ai1989：村井章介「文書に見る国家と社会　　対外関係を軸に」『週刊朝臨慕科麟本の歴史・

　別鵬歴史の読み方5　文献史料を読む・申世，朝H新聞教，1989年，pp．55－61．

・ 内藤Naitou1917：内藤虎次郎ヂ憲嚢逓紀考護j　ll内藤湖南全集第7巻毒筑摩書虜，1970年，　pp535－547．

　　所JI又，　原言銭1917年o

・ 申村　Nakamura2002：中村1享「元代チベット命令文研究序説」松田孝一編『碑刻等史料の総合的分析

　によるモンゴル帝国・光朝の政治・経済システムの基礎約研究叢平成12～鴛年度科学研究費補

　助金基盤研究（B）（1）研究成果報告書，2002年3月，pp．69－85．

・ 串村・松jli　Nakamura＆Matsukawal993：中村淳，松川節「漸発現の蒙漢合壁少林寺聖旨碑」『内陸

　アジア言語の研究遷畷，1993年。pp．1－92，8plates．

・ ノ1・野　Onol997：小野浩「とこしえなる天の力のもとに」『岩波講座世界歴史11函，岩波書店，1997年。

　　　pp．203－226．

・ 大庭Ooba1971：大庭脩r豊臣秀吉を日本国王に封ずる詰命について一我が国に環存する明代の誌勅

　一」欄西大学東藤学術研究所紀要渥第4集，1971年。pp29－77，4figs．ぼ古代中世における鷺串

　関係史の研究盟，同朋含出版，1996年に一部所収）

・ 太田Oota1954：太濯辰炎「漢驚需語について」翻1戸外大論灘5－3，1954年，紳国語史通考壽白帝社，

　　1988年，　pp．253－282．所ユ｛又o

・ 杉由Sugiyama1989：杉山正明「元代蒙漢合壁命令文の研究（一）」『内陸アジア言語の研究毒V，1989

　　　年，pp．1－31，2　plates．

・ 杉山Sugiyama1995：杉山正明「大元ウルスの三大王国一カイシャンの奮権とその前後一（上）」隙

　都大学文学部研究紀要雲第34，1995年，pp．92－150。（pp．140－145に泰定帝イスンテムルの即位詔

　の研究がある。）

・ 高橋Takahashi1991：高橋文治「太宗オゴデイ癸巳年皇帝聖旨訳注」罫追手門学院大学文学部紀舞

　　25，　1991年，　pp．1－18．

・tk　Tsutsumi1996：堤一昭「元朝江南行蔓の成立」『東洋史研究違54－4，1996年。　pp．71－102，　fig1．

・ 堤筆sutsumi1998a：堤一昭「大元ウルスの江南駐屯軍」ド大阪外餌語大学論集』19，1998年。　pp．173－

　　198．

・ 堤Tsutsumi1998b：堤一昭ヂ大元ウルス江潅・江1折統治首脳の二系統一モンゴルの江南支配体制一」

　史学会第九六圓大会東洋史部会，研究発表レジュメ，1998年11月15ff，東京大学。資料6：憲

　豪通紀・憲豪通紀続集・南簗備要等に見える御史蔓高官任命文書
・ tre　Tsutsumi2000a：堤一昭「大元ウルス治下江南初期政治史躍東洋史研究飾8－4，2000年。　pp．1－32，　f慰1．

・ 堤Tsutsumi2000b：堤一昭「大元ウルス江南統治菖脳の二家系」ぎ大阪外国語大学論集悉22，2000年。

　　　pp．193・218．

・渡部watabe2002：渡部良子ぼ書記典範蓋の成立背景一14世紀におけるペルシア語インシャー手引書

　編纂とモンゴル文書行政一」独学雑誌』第111編第7号，2002年，pp．1－31。
・ 出川Yamakawa1983：鼠｛川英彦阿戒庵老入漫筆遷に見える脅話資料鐸神戸外大論叢S　34－3，1983年，

　　　pp．27－38．

・出用Yanaakawa1986；艮｝川英彦隠算山堂別集』所引白話詔令考」『神戸外大論叢葦37－4，1986年，

　　　pp．23－35．

（2003．6．30受理）
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